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研究成果の概要（和文）：本研究は，基礎的な運動能力である跳躍能力、疾走能力および調整力を効果的に発達
させるための方策として、幼児期のリバウンド型ジャンプの発達過程およびその特性に基づく運動プログラムを
開発することが目的であった。その中で，PDCAサイクルを利用して，より効果的なプログラム内容になるよう改
良を行い，その効果を検討した．その結果，リバウンド型ジャンプに類似した跳躍運動を主とした運動プログラ
ムによって，幼児の調整力を向上させられる可能性が示された．併せて，運動プログラムを実施する際には、
PDCAサイクルを利用してプログラム内容を都度改良していくことでより効果的なプログラムになることが示され
た。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to formulate a new exercise program to effectively develop 
jumping and sprint ability and coordination in preschool children. In this study, the 
Plan-Do-Check-Act (PDCA) cycle was used to improve the content of the program and make it more 
effective, and its effectiveness was examined. The results showed that an exercise program 
consisting mainly of jumping exercises such as rebound jumps could improve the coordination ability 
of preschool children. Simultaneously, it was shown that the exercise program could be made more 
effective by using the PDCA cycle to improve the content of the program each time it was 
implemented.

研究分野： スポーツ科学，身体教育学，保育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は，保育・幼児教育の現場において幼児の運動能力を高める上で役立つ知見と言える．連続的な跳
躍運動を主体とした運動プログラムを実施することにより，跳躍能力そのものだけでなく，それを遂行していく
上で求められる，次の跳躍に向けて跳ぶ姿勢を維持るする能力（平衡性），運動を素早く遂行する能力（敏捷
性），次の運動にスムーズに移行する能力（巧緻性）も併せて高められる可能性が示された．そのため，保育・
幼児教育の現場において，幼児の発育発達状況や運動できる空間の広さに合わせて身体活動を展開していく際の
方策の一つとして活用できると考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 幼児期は走、跳、投といった基礎的運動能力やタイミング良く動いたり、力の加減をコントロ
ールしたりする調整力が顕著に発達する時期だが、昨今はそれらが低値を推移したままである。
加えて、幼児期の体力・運動能力は、その後の運動発達や健康的な心身の育成にも影響を与える
ため、幼児期から基礎的運動能力および調整力を効果的に高める方策を考えていくことが重要
である。 
 そこで，申請者がこれまで推進してきた幼児における基礎的運動能力の一つである跳躍運動
に着目した。その中で、着地と踏切を素早く連続して行うリバウンド型ジャンプの能力の発達は
神経系の機能の発達によって４歳頃から発達段階の分化が顕著になることや高い疾走能力を獲
得する要因になること、自然発達では高まりにくく、特別な運動介入が必要になる可能性を明ら
かにし、幼児期から高めていくべき重要な運動能力であることを示してきた。加えて、リバウン
ド型ジャンプの遂行には姿勢制御が重要であることやリバウンド型ジャンプの発達が方向転換
能力に影響していることから、リバウンド型ジャンプの発達は平衡性、敏捷性や巧緻性といった
調整力に関わる要素の発達にも寄与することが考えられる。しかしながら、運動介入等の外的な
刺激によるリバウンド型ジャンプの発達への影響、それに伴う疾走能力および調整力の発達へ
の影響は明らかになっていない。 
リバウンド型ジャンプは 4 歳頃から発達段階の分化が顕著になることから、リバウンド型ジ

ャンプを用いた運動プログラムを作成（Plan）、実施（Do）し、年齢や発達段階での運動介入効
果を検証（Check）する中で、年齢や発達段階に合わせて難易度や負荷を改良（Action）、その効
果を再検証することで幼児期における体力・運動能力（跳躍能力、疾走能力、調整力）の発達を
より効果的に促すことに寄与できると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、基礎的な運動能力である跳躍能力、疾走能力および調整力を効果的に発達させる
ための方策として、幼児期のリバウンド型ジャンプの発達過程およびその特性に基づく運動プ
ログラムを開発する。その過程では、PDCA サイクルを利用することで各年齢・発達段階に合わ
せたより効果的な運動内容への改良を検討していく。そして、科学的なエビデンスと PDCA サ
イクルによって得られた実践知に基づく、より効果的な幼児の体力・運動能力の発達を促す新し
いジャンプ運動プログラムを開発する。この目的を達成するために以下の 2 つの研究を推進し
た。 
【研究 1】 リバウンド型ジャンプの特性を応用したジャンプ運動プログラムの効果 

（プログラム①） 
【研究 2】 発達を考慮した運動プログラムの改良と再検証（プログラム②） 
 
３．研究の方法 
【研究 1】 
 対象者は、3歳～6歳クラスの幼児であった。保育時間中に 1日 30分の介入時間を設けて、リ
バウンド型の跳躍運動を主体とした運動プログラムを 4 週間実施し、介入前後での各測定種目
の変化を検討した。運動プログラムはラダー、ボックス、ミニハードル、ボード型トランポリン
などを配置して、それらを連続して飛び越えていく運動をサーキット形式で実施した。測定種目
は、平衡性の指標として片足開眼立ち（秒）、巧緻性の指標として飛び越しくぐり（秒）、敏捷性
の指標としてサイドジャンプ（秒）、跳躍能力の指標として連続リバウンドジャンプ（RJ-index）
および疾走能力の指標として 20m 走（秒）とした。各種目で、介入前後において両方とも測定で
きた幼児の測定値を分析対象とした。各クラスにおける分析対象の内訳は以下の通りである。 
 
開眼片足立ち（3歳クラス：35名 4 歳クラス：40名 5 歳クラス：34名） 
飛び越しくぐり（3歳クラス：35名 4 歳クラス：40名 5 歳クラス：34名） 
サイドジャンプ（3歳クラス：30名 4 歳クラス：32名 5 歳クラス：28名） 
連続リバウンドジャンプ（3歳クラス：28 名 4 歳クラス：32 名 5 歳クラス：29 名） 
20m 走（3歳クラス：28名 4 歳クラス：31名 5 歳クラス：31名） 
 
【研究 2】 
 研究 1 で実施したの運動プログラムに改良を加えて、再度実施した。改良にあたっては、研究
1の結果に加えて、クラス担当の保育者から実施中の様子などを聞き取りし、より効果的なプロ
グラムになるよう検討した。介入頻度や介入前後の測定種目については、研究 1と同様とした。
各クラスの分析対象の内訳は以下の通りである。 
 
開眼片足立ち（3歳クラス：34名 4 歳クラス：37名 5 歳クラス：37名） 
飛び越しくぐり（3歳クラス：32名 4 歳クラス：37名 5 歳クラス：36名） 



サイドジャンプ（3歳クラス：28名 4 歳クラス：33名 5 歳クラス：35名） 
連続リバウンドジャンプ（3歳クラス：29 名 4 歳クラス：33 名 5 歳クラス：35 名） 
20m 走（3歳クラス：29名 4 歳クラス：36名 5 歳クラス：28名） 
 
４．研究成果 
【研究 1】 
 研究 1 では、全クラス同一の運動プログラムを実施した。その結果として、3 歳クラスでは、
サイドジャンプ以外の測定値に大きな変化は認められなかった（図 1：プログラム①）。一方で、
サイドジャンプについては、測定値が悪くなる傾向が見られた。 
 4 歳クラスにおいては、開眼片足立ちおよび 20m 走において測定値が改善された結果となった
（図 2：プログラム①）。飛び越しくぐりにおいても、測定値が改善される傾向が見られた。 
 5 歳クラスにおいては、飛び越しくぐりおよび連続リバウンドジャンプの測定値が改善された
結果となった（図 3：プログラム①）。 
 これらの結果から、リバウンド型の跳躍運動を主体としたサーキット運動プログラムは、幼児
の調整力、跳躍能力、疾走能力を高める可能性が示された。しかしながら、各クラスで結果にば
らつきが見られた。これについて、クラスの担当保育者に聞き取りをしたところ、対象者の集中
力、体力、運動の難易度によって取り組み方や効果が異なっている可能性が伝えられた。また、
待ち時間ができてしまっていたことも報告された。そのため、各クラスなどで取り組む時間やプ
ログラムの難易度を変えて実施する必要があることが明らかとなった。 
 
【研究 2】 
 研究 2 では、研究 1の結果とクラスの担当保育者から得られた情報を元にして、運動プログラ
ムの改良を行った。 
 幼児の集中力や体力を鑑みて、実施時間を 3歳クラスでは 10 分、4歳クラスでは 15分、5歳
クラスでは 20分に短縮した。加えて、待ち時間が生じにくくなるよう全て 2ラインで実施した。 
プログラム内容について、3 歳クラスでは、1 回で行うサーキット種目を減らす一方で、2 パ

ターン用意して日毎に交互で実施してもらった。5歳クラスでは、ボックスを用いた種目を 1種
類から 2 種類に増やし、その高さを変えるなどして負荷および難易度を変更した。4歳クラスで
は、5歳同様に負荷および難易度を変更したことに加えて、幼児自身で負荷を選択できるようボ
ックスを用いた種目で負荷や難易度の異なる内容を 2種類用意した。 
その結果、3 歳クラスでは、20m 走以外の種目の測定値が改善された（図 1：プログラム②）。

4歳クラスにおいては、サイドジャンプと連続リバウンドジャンプの測定値が改善された（図 2：
プログラム②）。5 歳クラスでは、飛び越しくぐり、サイドジャンプおよび連続リバウンドジャ
ンプの測定値が改善された（図 3 プログラム②）。また、開眼片足立ちの測定値も改善される傾
向が認められた。 
これらの結果から、リバウンド型の跳躍運動を主体としたサーキット運動プログラムは、幼児

の調整力を高められることが示唆された。特に、敏捷性の指標であるサイドジャンプや連続リバ
ウンドジャンプそのものへの効果は非常に高いと考えられる。また、3歳においては、20ｍ走以
外の種目で改善が見られたことから、低年齢の幼児の方において効果が高いことも示唆された。 
 
本研究の結果から、幼児の調整力や跳躍能力を高める上でリバウンド型の跳躍運動を主体と

した運動プログラムは有効な方策になり得ることが示唆された。さらに、実施していく上では、
年齢や発達段階を考慮して、クラス毎に種目の難易度や実施時間を変えることでより効果的に
なることも示唆された。 
その一方で、20ｍ走には効果が認められなかったことや 4 歳クラスにおいては 5 種目中 2 種

目しか改善が認められなかったことから、今後、負荷や難易度の設定に加えて、プログラムの実
施形式や実施頻度などの視点からも検討し、より効果的な運動プログラムを構築していく予定
である。 
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